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　脳神経外科といいますと，外科領域の中でも，
硬い頭蓋骨の中の脳を操作することから，複雑で
難しいといったイメージがあると思います。一
方，新石器時代の頭蓋骨から，治癒過程にある穿
頭術痕のある骨が見つかっています。頭の病気や
怪我に対する外科手術の歴史は意外と古く，昔の
人は勇猛果敢にチャレンジしたのですね。当然，
本格的な開頭術は麻酔法が確立された，19世紀末
まで待たねばなりません。現代的な頭部外傷の治
療学は，20世紀の 2つの世界大戦やモータリゼー
ションの発達に伴い，社会が必要とするので発達
しました。科学や情報技術の進歩は診断学やコン
ピュータを駆使した治療学の誕生を促しました。
一昔前は，神経は再生しないといわれていまし
た。現在では，神経は再生することがわかり，神
経機能再生技術も視野に入り，その研究が進んで
います。脳神経外科学は，科学技術とともに，大
きく進歩変貌している学問です。昔治らなかった
病気が治るようになって来ています。臨床医とし
て，一人でも多くの患者さんを治して社会に返せ
るほど，嬉しいことはありません。診療に携わる
皆さんは，大いに共鳴するところであると思いま
す。
　千葉大学脳神経外科とその関連施設は，脳血管
疾患，脳腫瘍，背髄疾患，機能的疾患，小児疾患，
リハビリテーションなど，脳神経外科疾患のすべ
ての領域に渡り，専門性をもち診療に当たってい
ます。
　すなわち，従来から行われてきた開頭術に加
え，脳血管障害では血管内治療，脳腫瘍では神経
内視鏡の導入，定位的放射線治療法，化学療法・
放射線療法を併用するなど多角的な治療アプロー
チにより，国内でも有数の治療成績を収めており
ます。遺伝子診断・治療法，研究なども駆使し，
さらなる発展を目指します。また，てんかんの外
科治療・脳深部刺激療法，脊髄・脊椎疾患など
様々な分野の専門家を有しており，幅広い疾患に
対応しております。
　今回は，その一部を紹介します。具体的には，
頭蓋底疾患に対する経鼻的内視鏡手術を提示し，
低侵襲・かつ従来法では困難であった疾患への取
り組み，悪性脳腫瘍で患者さんのQOLを維持し
ながら根治を目指すawake surgeryを中心とした
最近の工夫，内視鏡を併用した水頭症治療，特に
一部の認知症の治療法として非常に注目すべきで
あることを強調したいと思います。さらに，脳血
管疾患に対しては，外科，薬物，血管内治療など
いろいろな領域でその発展は目覚しいものがあり
ます。ここでは，千葉大学で行なっている最新の
診断・治療について報告します。パーキンソン病
を中心とした神経変性疾患にも脳神経外科的手法
が有効な治療手段となっています。脳深部刺激療
法を中心に紹介します。脊髄，脊椎疾患に対する
私たちの取り組みを紹介します。
　また，脳神経外科学の将来像について概観しま
す。
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